
2020年度日本国際経済法学会理事会議事録 

 

日時：2020年 12月 11日（金）19:00～20:00 

場所：Zoomウェビナー 

 

出席者  

34 名 

阿部克則、荒木一郎、石川知子、伊藤一頼、岩沢雄司、梅島修、金井貴嗣、川島富士雄、川

瀬剛志、川濱昇、久保田隆、佐野寛、清水章雄、瀬領真悟、泉水文雄、鈴木將文、須網隆夫、

平覚、高杉直、竹下啓介、土田和博、茶円成樹、東條吉純、内記香子、中谷和弘、長田真里、

西海真樹、西谷祐子、濱田太郎、福永有夏、森下哲朗、森田章夫、林秀弥、山部俊文、横溝

大 

  

委任状 

5 通 

 

＊定足数の確認 

 委任状を含め、定足数が満たされていることが確認された。（規約第 16条第 3項により、

理事の 3分の 2が定足数。） 

 

[議題] 

（審議事項） 

１．2019年度理事会・総会議事録案の承認【資料１、２】  

2019 年度理事会・総会議事録案について、一部修正を加えることとして、承認され、確

定された。 

 

２．会員の異動  

3人の入会申込につき、画面上で申込書を共有し、審議した結果、総会の承認を求めるべ

く提案することとされた。その他、13 名の退会等（逝去者 2 名を含む）について了承され

た。 

 

入会者 

泉裕彰、高橋順一、塩尻康太郎（3名） 

退会者等 



 藤岡典夫、児玉克治、最首太郎、藤田稔、加藤直樹、山下一仁、津久井茂充、鹿島誠之助、

松本加代、道垣内正人、池永武之、小野昌延、伊従寛 

 

３．職務理事の交代 

外務省経済局長職務が山上信吾氏から四方敬之氏に交代したことに伴い、四方氏に職務理

事が交代することが承認された。 

 

４．2019年度決算案の承認  

2019 年度決算案が異議なく承認され、総会の承認を求めるために提出されることとされ

た。  

 

５．2021年度予算案の承認 

2021 年度予算案が異議なく承認され、総会の承認を求めるために提出されることとされ

た。 

山部監事より、適切な繰越金の額について質問があり、川島常務理事より、今年度、来年

度が特殊な状況であること、来年度 30周年記念事業が予定されていることが説明され、維

持会員への還元を含め、今後、検討することとされた。 

 

６．30周年記念企画 

30 周年記念企画について、東條常務理事より資料 7 に基づき説明がなされ、総会の承認

を求めるために提出されることとされた。 

 

７．日本国際経済法学会年報第 30号について、高杉常務理事より資料 8に基づき説明なさ

れ、「（特集）『自由で開かれたインド太平洋』における貿易・投資秩序の将来－CPTTP、RCEP、

APECプトラジャヤビジョン 2040－」として 4人の執筆者を加えるとして、総会の承認を求

めるために提出されることとされた。 

 

８．ホームページ更新、メールマガジンの活用 

濱田理事より、ホームページの更新状況について説明がなされ、また、メールマガジンの

活用状況について報告され、現在の状況について異議なく承認された。 

 

９．年報の電子化 

 平理事より、年報の電子化の状況について質問があり、高杉常務理事より、現状が報告さ

れ、今後実施予定であることが回答された。 

 

１０．2021年度研究大会 



 須網理事長、土田常務理事より、2021 年研究大会について、日程、開催形態が未定であ

ることが報告され、明日の研究大会の経験を踏まえ、方針を決定し、その後メーリングリス

トにより会員に伝達することとされた。 

 

１１．日本国際経済法学会年報第 29号の発刊 

日本国際経済法学会年報第 29号の発刊について、高杉常務理事より、発刊が行われたこ

とが報告された。 

 

１２．日本学術会議第 25期新規任命問題に関する声明 

 須網理事長より、理事長、常務理事名により日本学術会議第 25期新規任命問題に関する

声明がなされたことが報告された。 

 

以上 

 

  



2020年度日本国際経済法学会総会議事録 

 

日時：2020 年 12 月 12 日（土）12:30～13:00 

場所：Zoom ウェビナー 

  

１．定足数の確認確認された（規約第 15 条第 3 項により、会員の 4 分の 1 が定足数）。 

庶務主任が進行代行として指名された。 

 

２．決議事項 

（１）2019 年度決算案の承認 

 会計主任から、2019 年度決算案について説明があり、規約第 20 条に基づき異議なく承

認された。 

（２）2021 年度予算案の承認 

 会計主任から、2021 年度予算案について説明があり、規約第 7 条及び第 19 条に基づき

異議なく承認された。 

（３）新入会員の承認 

 庶務主任から、新入会員 3 名の説明があり、規約第 6 条に基づき異議なく承認された。

続いて、庶務主任から、1 名の新規維持会員の説明があり、規約第 8 条に基づく理事会によ

る推薦が行われ、異議なく承認された。また、13 名の退会者等（逝去者及び資格喪失者を

含む）が報告された。 

（４）30 周年記念企画  

 30 周年記念事業担当主任から、現在、編集委員会を設置し、編集委員会により個別論題、

執筆依頼先を決定し、書名を「Changing Orders in International Economic Law：A 

Japanese Perspective of the Past Two Decades and After COVID-19（仮題）」、掲載予定

論文を 42 本として、記念事業計画を進めていることが説明され、異議なく承認された。 

 

 ３．報告事項 

（１）日本国際経済法学会年報 30 号 

理事長から、日本国際経済法学会年報 30 号に、新たに 4 人の執筆者を加える予定である

ことが報告された。 

（２）メーリングリスト作成、ホームページ更新  

理事長から、メーリングリスト作成、ホームページ更新の進行状況が報告された。 

 （３）2021 年度研究大会開催校について 

 理事長から、開催校、開催形態が未定であることが報告され、本日の研究大会の経験を踏

まえ、方針を決定し、その後メーリングリストにより会員に伝達することとされたことが報



告された。 

以上 

 

 

 


